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中
村
菊
男
先
生
追
悼
記
事

九
八
　
　
（
一
一
〇
八
）
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中
村
菊
男
教
授
の
業
績

中
　
村
　
勝
　
範

　
『
中
村
菊
男
先
生
ー
そ
の
人
と
業
績
1
』
（
昭
和
四
＋
八
年
七
月
＋
五

日
東
京
菊
友
会
発
行
利
光
三
津
夫
編
集
）
と
い
う
本
文
一
〇
四
頁
の
書
物

が
あ
る
。
そ
の
約
三
分
の
二
頁
に
わ
た
り
、
教
授
の
業
績
が
記
録
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
教
授
は
御
逝
去
さ
れ
る
約
四
年
前
に
お
い
て
、

す
で
に
左
の
ご
と
き
業
績
を
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。

単
行
本

翻
訳

学
術
論
文

随
　
想

書
　
評

四
二
冊

　
四
冊

七
六
篇

六
九
篇

三
五
篇

共
編
者

パ
ン
フ
レ
ヅ
ト

評
　
論

座
談
・
対
談

　
六
三
冊

　
八
六
冊

四
七
九
篇

コ
三
二
回

　
昭
和
五
十
年
六
月
十
日
の
時
点
で
、
ワ
シ
ン
ト
ン
に
あ
る
ア
メ
リ
カ
の

国
会
図
書
館
の
索
引
力
ー
ド
に
は
「
2
》
国
》
冒
d
国
＞
凶
一
丙
q
O
中
村

菊
男
」
の
カ
ー
ド
は
六
十
五
枚
あ
つ
た
（
拙
稿
「
故
中
村
菊
男
教
授
の
業
績
」

三
田
評
論
昭
和
五
十
二
年
八
月
号
）
。
教
授
の
膨
大
な
学
問
的
業
績
は
大
別

し
、
三
分
野
に
分
類
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
e
政
治
学
、
⇔
日
本

政
治
史
、
日
政
治
的
実
践
、
の
分
野
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
業
績

を
一
瞥
す
る
前
に
、
教
授
を
考
え
る
前
に
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
重
要

な
条
件
が
周
箇
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
教
授

が
、
政
治
家
の
家
に
生
ま
れ
、
育
つ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
祖
父
は
三

重
県
会
議
員
を
二
期
つ
と
め
た
。
父
も
ま
た
同
県
会
議
員
で
あ
り
初
代
鳥

羽
市
長
を
つ
と
め
た
人
で
あ
る
。
教
授
自
ら
戦
後
第
一
回
の
総
選
挙
に
立

候
補
し
、
終
生
与
野
党
の
一
流
政
治
家
と
交
流
し
た
。
こ
う
し
た
背
景
と

条
件
は
教
授
の
学
問
的
個
性
を
も
決
定
し
た
。

　
0
　
政
治
学
。
教
授
の
処
女
出
版
は
『
政
治
学
』
（
世
界
書
院
　
昭
和

二
十
三
年
九
月
）
で
あ
る
。
改
訂
版
、
全
訂
版
を
含
め
て
、
慶
鷹
義
塾
大

学
に
お
け
る
教
養
の
政
治
学
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
約
十
年
間
使
用
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
が
、
教
授
は
「
晩
年
」
こ
の
書
を
好
ま
れ
な
か
つ
た
。
「
本

書
は
概
論
の
性
質
上
従
来
の
政
治
学
と
大
率
同
様
の
体
裁
を
整
へ
た
」

（
序
）
と
こ
ろ
に
一
半
の
理
由
は
あ
つ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
さ
ら
に
別
の

理
由
と
し
て
、
こ
れ
が
生
き
た
政
治
に
触
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
に
あ
つ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
『
政
治
学
』
後
約
半
年
に
し
て
『
政
治

心
理
学
』
（
世
界
書
院
昭
和
二
十
四
年
四
月
）
が
出
版
さ
れ
た
。
教
授
を
し

て
政
治
心
理
学
研
究
の
方
向
に
向
わ
せ
た
の
は
故
板
倉
卓
造
教
授
の
御
示

唆
に
よ
る
ら
し
い
が
、
教
授
の
生
い
立
ち
か
ら
し
て
も
机
上
の
政
治
学
か

ら
、
人
間
に
内
存
す
る
複
雑
な
心
理
に
ま
で
立
ち
入
つ
て
政
治
を
研
究
し

な
い
で
は
お
れ
な
い
必
然
性
が
あ
つ
た
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
教
授



は
処
女
作
か
ら
ち
よ
う
ど
十
年
後
に
『
現
代
政
治
の
実
態
』
（
昭
和
三
士
二

年
十
二
月
有
信
堂
）
を
出
版
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
『
政
治
学
』
、
『
政
治
心

理
学
』
を
綜
合
し
、
あ
わ
せ
て
後
述
す
る
現
実
の
社
会
運
動
の
研
究
を
導

入
し
た
も
の
で
あ
る
。
『
政
治
学
』
は
従
来
の
政
治
学
と
大
率
同
様
で
あ

り
、
静
態
的
政
治
学
で
あ
つ
た
の
に
対
し
、
新
著
は
現
実
の
政
治
の
「
実

態
」
に
力
点
を
お
い
て
著
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
政
治
学
」
と
い
う

文
字
を
冠
し
た
教
授
の
最
後
の
政
治
学
書
は
『
政
治
学
の
基
礎
』
（
昭
和
四

十
二
年
四
月
有
信
堂
）
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
、
「
政
治
学
の
研
究
に
い

ち
ば
ん
い
い
方
法
は
、
自
分
み
ず
か
ら
が
政
治
の
実
践
に
携
わ
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
方
法
を
と
れ
ぽ
直
接
の
見
聞
を
通
じ
て
、
経
験
的
事
実
を
入

手
し
う
る
。
（
中
略
）
本
書
に
お
い
て
は
、
抽
象
的
な
論
議
を
で
き
る
だ
け

避
け
て
、
現
実
の
日
本
の
政
治
に
即
し
た
内
容
の
も
の
を
紹
介
し
、
現
実

的
・
具
体
的
な
立
場
か
ら
の
政
治
へ
の
ア
プ
・
ー
チ
を
こ
こ
ろ
み
た
い
」

（
壬
二
頁
）
と
書
か
れ
て
い
る
。
抽
象
的
議
論
を
避
け
、
現
実
の
政
治
に

即
し
た
政
治
学
が
、
中
村
菊
男
政
治
学
の
個
性
で
あ
つ
た
。

　
ω
　
日
本
政
治
史
。
教
授
の
政
治
学
は
、
す
ぐ
れ
て
政
治
の
現
実
に
則

し
た
も
の
で
あ
つ
た
が
、
そ
れ
は
教
授
の
政
治
史
研
究
に
裏
打
ち
さ
れ
て

も
い
た
。
『
日
本
近
代
化
と
福
沢
諭
吉
』
（
昭
和
二
＋
四
年
十
一
月
改
造
祥
）

が
こ
の
方
面
の
著
作
上
の
出
発
点
で
あ
る
。
『
明
治
的
人
間
像
ー
星
亨

と
近
代
目
本
政
治
1
』
（
昭
和
三
十
二
年
＋
一
月
慶
懸
通
信
）
、
『
伊
藤
博

文
』
（
昭
和
三
士
二
年
七
月
時
事
通
信
社
）
、
『
星
亨
』
（
昭
和
三
＋
八
年
二
月

中
村
菊
男
先
生
追
悼
記
事

吉
川
弘
文
館
）
と
い
つ
た
い
ず
れ
も
明
治
時
代
の
人
物
を
中
心
と
し
て
日

本
近
代
史
に
光
を
あ
て
た
も
の
か
ら
、
『
昭
和
政
治
史
』
（
昭
和
三
士
二
年
一

月
慶
鷹
通
信
）
、
『
満
州
事
変
』
（
昭
和
四
十
年
二
月
　
日
本
教
文
社
）
、
『
日
本

政
治
史
読
本
』
（
昭
和
四
＋
一
年
六
月
東
洋
経
済
新
報
社
）
等
が
あ
る
。
教
授

は
日
本
の
政
治
史
を
研
究
す
る
場
合
、
欧
米
の
学
者
が
つ
く
り
あ
げ
た
近

代
史
に
つ
い
て
の
方
法
論
を
そ
の
ま
ま
あ
て
は
め
る
こ
と
に
大
き
な
疑
間

を
い
だ
い
て
お
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、
明
治
維
新
に
つ
い
て
考
え
る

場
合
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
比
較
し
て
そ
れ
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
で
な
く

不
徹
底
で
あ
つ
た
と
い
う
議
論
が
あ
る
が
、
　
フ
ラ
ン
ス
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

を
モ
デ
ル
に
し
て
、
日
本
の
不
徹
底
を
論
ず
る
と
い
う
見
方
を
と
ら
れ

な
か
つ
た
。
文
化
は
国
に
よ
り
異
る
も
の
で
あ
り
、
人
間
の
行
動
と
思

考
様
式
も
ま
た
多
様
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
教
授
の
も
の
で
あ
つ
た
。

こ
の
史
観
に
立
ち
研
究
さ
れ
た
も
の
が
論
争
的
な
『
近
代
日
本
の
法
的
形

成
』
（
昭
和
三
十
一
年
二
月
有
信
堂
）
で
あ
り
、
『
天
皇
制
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
』

（
昭
和
四
＋
二
年
九
月
原
書
房
）
、
『
嵐
に
耐
え
て
1
昭
和
史
と
天
皇
i
』

（
昭
和
四
＋
七
年
四
月
P
H
P
研
究
所
）
で
あ
る
。
最
後
の
二
著
は
、
「
天

皇
制
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
」
批
判
で
あ
り
、
一
言
で
い
つ
て
戦
前
の
昭
和
時
代

を
ヲ
ァ
シ
ズ
ム
」
な
い
し
「
天
皇
制
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
の
時
期
と
す
る
多

く
の
説
に
対
し
て
、
わ
が
国
に
は
そ
の
よ
う
な
も
の
は
存
在
し
な
か
つ
た

と
い
う
こ
と
を
立
証
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
時
代
の
多
数
派

説
に
挑
戦
し
て
、
独
自
の
見
解
を
鮮
明
に
打
ち
出
さ
れ
た
教
授
は
、
む
ろ
ん

九
九
　
　
（
二
〇
九
）
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中
村
菊
男
先
生
追
悼
記
事

一
〇
〇
　
　
（
一
一
一
〇
）

奇
を
街
う
わ
け
で
は
な
か
つ
た
。
教
授
が
主
張
し
た
こ
と
は
、
こ
の
世
に

存
在
し
、
出
現
す
る
も
の
は
、
他
と
同
一
で
な
い
、
個
有
な
る
も
の
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
通
用
し
た
も
の
が
、
他
の
場
所
で
は
通

用
す
る
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
日
　
政
治
的
実
践
。
こ
こ
で
い
う
政
治
的
実
践
と
は
、
教
授
が
政
治
に

参
加
す
る
中
で
残
さ
れ
た
著
作
の
こ
と
で
あ
る
。
『
民
主
社
会
主
義
の
理

論
』
（
昭
和
二
十
七
年
二
月
青
山
書
院
）
、
『
民
主
社
会
主
義
の
思
想
』
（
昭

和
二
十
七
年
十
二
月
青
山
書
院
）
を
出
版
さ
れ
た
頃
す
で
に
し
て
、
教
授

は
こ
の
方
面
の
研
究
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
、
両
著
書
出
版
後
の
教
授
は
現

実
の
政
治
、
社
会
主
義
・
労
働
運
動
方
面
に
多
大
な
影
響
を
あ
た
え
る
よ

う
に
な
つ
た
。
『
松
岡
駒
吉
伝
』
（
昭
和
三
＋
八
年
八
月
経
済
往
来
社
）
、
『
戦

後
民
主
的
労
働
運
動
史
』
（
昭
和
三
＋
九
年
五
月
　
日
刊
労
働
通
信
社
）
等
が

こ
の
方
面
の
研
究
線
上
に
あ
る
。
教
授
は
さ
ら
に
外
交
、
防
衛
、
憲
法
、

教
育
等
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
も
多
く
の
著
作
を
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
問
題
に

つ
い
て
与
野
党
の
政
治
家
及
び
政
府
当
局
者
と
の
間
に
密
接
な
関
係
を
持

た
れ
た
。
こ
の
分
野
の
生
き
た
研
究
と
、
研
究
の
た
め
に
政
治
家
と
接
触

し
た
こ
と
が
、
教
授
の
政
治
学
を
実
践
的
か
つ
実
証
的
性
格
を
一
段
と
帯

び
さ
せ
る
こ
と
に
な
つ
た
。

　
以
上
の
三
分
野
に
わ
た
る
研
究
を
集
大
成
し
た
も
の
が
、
『
日
本
的
リ

ー
ダ
ー
の
条
件
』
（
昭
和
五
十
年
四
月
P
H
P
研
究
所
）
で
あ
り
、
『
政
治
文

化
論
』
（
昭
和
五
十
一
年
二
月
東
洋
経
済
新
報
社
）
で
あ
る
。
教
授
は
『
政
治

文
化
論
』
の
「
序
文
」
に
お
い
て
、
　
「
日
本
の
政
治
学
者
が
目
本
の
政

治
に
つ
い
て
、
マ
ス
・
コ
ミ
か
ら
受
け
る
知
識
以
上
に
、
そ
の
実
態
に
っ

い
て
知
ら
な
い
こ
と
」
が
不
満
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
「
平
常
の
政
治
学
の

研
究
の
か
た
わ
ら
、
政
治
評
論
を
し
て
い
る
学
者
に
し
て
も
、
ど
れ
ほ
ど

政
界
と
接
触
し
、
政
治
家
と
意
見
交
換
を
し
て
い
る
か
疑
問
と
し
た
い
。

日
本
の
政
治
学
者
に
し
て
、
つ
ね
に
国
会
や
政
党
本
部
に
あ
ら
わ
れ
、
直

接
・
間
接
政
治
に
タ
ッ
チ
し
た
り
、
あ
る
い
は
選
挙
の
際
、
候
補
者
の
応

援
の
た
め
に
動
き
ま
わ
る
人
は
あ
ま
り
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」

と
言
わ
れ
た
。
ま
こ
と
に
教
授
は
、
産
湯
に
つ
か
つ
た
そ
の
時
か
ら
他
界

さ
れ
る
ま
で
、
政
界
と
密
に
接
触
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
を
土
壌
と
さ

れ
て
中
村
菊
男
政
治
学
は
大
成
さ
れ
た
。


